
船舶事故等調査報告書 

平成２１年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００８広第１３７号 

事故等名 貨物船HAE JIN 衝突（岸壁） 

発生年月日時刻 平成２０年１２月１２日０７時３３分ごろ 

発生場所 岡山県備前市片上港明石公共岸壁東端から西方に９０.４２ｍ 

（北緯３４°４３′４８″、東経１３４°１２′２５″） 

事故等調査の経過 

 

調査の概要：平成２０年１２月２５日、平成２１年２月１８日広島・地方事故調査官が海上

保安部から損傷状況及び発生場所等について口述聴取 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

貨物船 HAE
ハ エ

 JIN
ジ ン

（大韓民国） ３７０トン 

８１３５２３９（IMO 番号） 

SKY OCEAN MERCHANT CO LTD 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

乗組員等に関する情報 船長 大韓民国三級(航海) 

 

負傷者 なし 

 

損傷 船首部に破口を伴う凹損 

岸壁の機能に支障なし 

事故等の経過 本船は、ろう石１,０００トンを積載し、大韓民国を発し岡山県備前市片上港に向け航行

し、同港岸壁に着岸する際、平成２０年１２月１２日０７時３３分ごろ、船首部が同港明

石公共岸壁に衝突した。 

濃霧により視界約５０ｍであった。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

本船は、濃霧による狭視界の中、着岸する際、岸壁との距離

が不明確なまま速力が過大となった可能性があると考えられ

る。 

原因 本事故は、本船が着岸する際、濃霧により視界が狭められた状況で、岸壁との距離が

不明確なまま速力が過大となったため、岸壁に衝突したことにより発生した可能性が

あると考えられる。 

その他の事項 なし 

 




